
【SR-7 評価シート エビデンス総体】
診療ガイド
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外科的処置（デブ

リ・植皮）の減少

症例報

告/7
-1 0 -2 -1 0 0 3 2 66.7 14 12 85.7 NA NA NA D 9

ステロイド局所注射

に伴う痛み

回復までの日数の短

縮

症例報

告/8

コホー

ト研究

-1 0 -1 -1 0 0 3 0 0 28 25 89.3 NA NA NA D 6

局注部の皮膚障害

（局所感染、皮膚萎

縮、毛細血管拡張

等）

症例報

告/1
0 0 -2 -1 0 0 NA NA NA 1 1 100 NA NA NA D 6

＊バイアスリスク，非直接性

 各ドメインの評価は「高（－2）」，「中／疑い（－1）」，「低（0）」の3 段階。

 まとめは「高（－2）」，「中（－1）」，「低（0）」の3 段階でエビデンス総体に反映させる。

＊＊上昇要因

  各項目の評価は「高（＋2）」，「中（＋1）」，「低（0）」の3 段階。

  まとめは「高（＋2）」，「中（＋1）」，「低（0）の3 段階でエビデンス総体に反映させる。

アウトカムごとに別紙にまとめる。

リスク人数（アウトカム率）

がん薬物療法に伴う血管外漏出に関する合同ガ

イドライン

抗悪性腫瘍剤の血管外漏出が起こった（疑われ

る）患者

ステロイド局所注射を使用する

ステロイド局所注射を使用しない
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あり

上記の

ほか、
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かった
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コメント（該当するセルに記入）


